
















































































































































姿　勢 最大伸展力（N）  最大屈曲力（N）
座位姿勢 1715.1 ± 463.4※※ 810.6 ± 214.5
仰向き姿勢 942.1 ± 177.8 548.1 ± 202.0
表１　脚伸展力と脚屈曲力の比較
平均値±標準偏差  N: newton  ※※: p<0.001, vs.仰向き姿勢
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の同時運動はキネティックリンク･システムに
おいて同時に収縮する筋の数を増加させること
で関節の動きを安定させている3）。
　CKCでの測定として、ジャンプや垂直跳びが
頻繁に用いられる。この方法では、マットスイ
ッチを用い、跳躍高と踏切時間から、RJパワー
（W/kg）が算出される。しかしながら、このジ
ャンプ動作は空中で３次元的に展開されるた
め、正確な脚の筋出力を測定することは困難で
ある2）。そこで本研究では、等速性での脚伸展
力と脚屈曲力の測定を可能とする筋力評価シス
テムCON-TREX LP（スイスCMV社製）を用
いた。他社の測定機器（等速性脚伸展力のみが
測定可能）との違いは、股関節固定角度を任意
に設定可能な点である。一般に用いられている
脚伸展パワー測定器では、着座部の背もたれが
110°に固定されている。脚の伸展・屈曲動作は、
足関節および股関節の動作に連動する。特に股
関節の屈曲角度は、脚筋力（パワー）の発揮に
影響を及ぼすと考えられる4-6）。本研究における
脚の最大伸展力については、絶対値および相対
値において、座位姿勢で有意に高い値が認めら
れた。しかしながら、最大屈曲力については、
姿勢による違いを認めることはできなかった。
脚の伸展動作に関与する筋群と屈曲動作に関与
する筋群には、大きな違いが存在する。特に、
脚の伸展には膝関節の伸展に関わる大腿四頭筋
（大腿直筋、内側広筋、中間広筋、外側広筋）
および股関節の伸展動作に関わる殿筋、ハムス
トリングス（大腿二頭筋、半腱様筋、半膜様筋）
等、筋断面積の大きい筋肉が主働筋となるため、
屈筋群に比べ大きな力を発揮すると考えられ
る。また、姿勢の違いは筋の力学的特性から、
力-長さ関係による関節トルクの発揮に影響を
及ぼす。特に、筋肉は引き伸ばされると筋の伸
張に比例して張力は減少する。逆に至適筋長付
近では最大張力（最大筋力）を発揮することが
報告されている7）。
　本研究において、最大屈曲力（絶対値・相対値）
に差が認められなかったことは、股関節屈筋（腸
腰筋、大腿直筋、大腿筋膜張筋、薄筋、恥骨筋）
および膝関節屈筋（ハムストリングス、腓腹筋、
縫工筋）の力発揮が、座位または仰向けという
姿勢変化に大きく影響しないことを示す。しか
しながら、伸展力については、仰向き姿勢より
も座位姿勢が、至適筋長に近いと考えられる。
原ら8）は、股関節初期角度の異なるスクワット
ジャンプが、跳躍高に及ぼす影響を検討し、可
能な限り股関節を屈曲させた状態でのジャンプ
動作により、跳躍高は増加しており、脚伸展に
おける股関節屈曲動作の重要性を示す報告であ
る。本研究の結果も同様に、股関節屈曲位での
脚伸展動作が、最大脚伸展力（パワー）を評価
する上での選択的肢位であることを明らかにす
る結果となった。しかし、どの程度の股関節屈
曲角度が脚伸展力に影響を及ぼすかについては
評価していない。特に競技スポーツにおけるパ
フォーマンスを評価する場合、特異的な姿勢で
のパワーの発揮を測定する必要がある。素早い
動きが要求される競技等においては、瞬時に反
応して動作を遂行する必要があり、体幹セグメ
ントが前傾しすぎることで視線が低下し、素早
い判断や動きに対して不利になる可能性もあ
り、パフォーマンス低下の原因ともなりかねな
い。そこで今後は、股関節の屈曲角度と脚の伸
展力・屈曲力について明らかにする必要がある。
　本研究は、平成20・21年度京都文教短期大学
研究助成金の補助を受けたものである。
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